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法
学
部
は
、
一
九
八
四
年
の

四
月
に
道
内
で
三
番
目
の
法
学

部
と
し
て
、「
地
域
社
会
の
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献

し
う
る
人
材
の
育
成
」
を
教
育

目
標
に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
の
四
月
で
二
十
五
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

第
一
期
の
学
生
は
四
十
歳
代

前
半
に
な
り
、
各
分
野
で
中
堅

と
し
て
活
躍
す
る
世
代
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
期
の

学
生
か
ら
今
年
三
月
に
卒
業
し

た
期
の
学
生
ま
で
合
わ
せ
て
、

四
千
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
社

会
の
多
方
面
に
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
部
じ
た
い
も
地
域

の
皆
様
の
関
心
に
こ
た
え
る
べ

く
各
種
の
公
開
講
座
な
ど
を
実

施
し
、
こ
の
六
月
に
は
、
い
ま

　

一
九
八
四
年
。そ
の
年
に
札
幌
学
院
大
学
法
学
部
は
、道
内
で
三
番
目
の
法
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
二
十
五
年
。

四
千
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

法学部長　伊藤　雅康

　

戦
乱
な
ど
か
ら
逃
れ
る
人
び

と
を
難
民
と
し
て
受
け
入
れ
て

も
ら
う
よ
う
各
国
に
働
き
か

け
、
難
民
と
な
っ
た
人
び
と
を

支
援
す
る
の
が
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

の
役
割
で
す
。
そ
の
駐
日
代
表

強
い
関
心
を

集
め
る
裁
判

員
制
度
を

テ
ー
マ
に

二
十
五
周
年

企
画
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

法
学
部
は

昨
年
度
か
ら
「
行
政
」、

「
法
職
」、「
企
業
」、「
国

際
」
の
四
つ
の
コ
ー
ス

か
ら
成
る
コ
ー
ス
制
を

導
入
し
、
学
生
が
目
標

と
す
る
進
路
に
合
わ
せ

て
学
習
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
機
会
を

通
じ
、「
法
律
を
学
び
、

特
徴
を
身
に
つ
け
、
多

彩
な
道
へ
！
」
と
高
校

生
に
呼
び
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

学
内
外
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
法
学
部

の
充
実
・
発
展
に
向
け

て
、
助
言
、
批
判
、
叱

咤
、
激
励
な
ど
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・

セ
ル
ス
氏
が
、
六

月
二
十
四
日
に
札

幌
学
院
大
学
に
お

い
て
講
演
し
ま
し

た
。

　

セ
ル
ス
氏
は
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
活

動
や
わ
が
国
の
難

民
受
け
入
れ
の
実

態
を
具
体
的
に
紹

介
し
、
ま
た
資
金

不
足
な
ど
課
題
が

少
な
く
な
い
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
学
生

だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
市
民
の
皆

様
が
参
加
さ
れ
、

関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

　

講
演
の
前
に

は
、
国
際
法
ゼ
ミ

の
学
生
な
ど
に
教

職
員
も
加
わ
り
、

学
内
で
一
週
間
に

わ
た
っ
て
難
民
救
済
の
募
金
活

動
が
行
わ
れ
、
四
万
円
を
超
え

る
カ
ン
パ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

 

松
本　

祥
志
（
法
学
部
教
授
）

募金を呼びかける
松本ゼミの学生

　

二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
日
、

法
学
部
創
設
二
十
五
周
年
記
念

企
画
「
市
民
・
法
・
裁
判―

裁

判
員
裁
判
の
時
代
を
迎
え
て
」

が
、
百
二
十
名
余
の
市
民
・
学

生
の
参
加
を
得
て
札
幌
エ
ル
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
一
部
・
模
擬
裁
判
「
い
じ

め
大
学
生
殺
人
事
件―

正
当
防

衛
は
成
立
す
る
か
」
は
、
札
幌

弁
護
士
会
の
指
導
の
下
に
法
学

部
教
員
が
台
本
を
書
き
下
ろ
し

た
も
の
。
裁
判
長
を
札
幌
弁
護

士
会
の
村
田
雅
彦
氏
、
裁
判
員

三
名
を
司
法
を
考
え
る
市
民
の

会
の
皆
さ
ん
が
務
め
た
ほ
か
、

検
察
官
や
裁
判
員
と
し
て
劇
団

SONS’SUN

の
団
員
、さ
ら
に

多
数
の
法
学
部
生
が
大
活
躍
！

　

第
二
部
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
道
内
外
か

ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
招
き
し
、

立
法
経
過
・
制
度
趣
旨
か
ら
事

実
認
定
・
量
刑
の
問
題
、
さ
ら

に
市
民
が
評
議
に
臨
む
姿
勢
ま

で
、
岡
田
久
美
子
准
教
授
の
司

会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
特
に

道
外
ゲ
ス
ト
の
日
弁
連
会
長
時

代
に
司
法
制
度
改
革
の
推
進
に

尽
力
し
た
本
林
徹
氏
、
法
言
語

学
の
視
点
か
ら
模
擬
裁
判
の
言

語
分
析
を
手
が
け
た
堀
田
秀
吾

氏
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご
経
験

を
ふ
ま
え
た
興
味
深
い
お
話
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

記
念
企
画
終
了
後
、
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
卒
業
生
や
元
教
員
の
皆
さ

ん
の
挨
拶
か
ら
は
、
四
半
世
紀

の
時
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
模
様
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
www.sgu.ac.jp/law/
25shunen/25shunen%

20top. 
html#top)

で
も
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

小
澤　

隆
司
（
法
学
部
教
授
）

　

七
月
十
七
日
、飯
田
眞
氏（
元

新
潟
大
学
医
学
部
教
授
）
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
臨
床
心
理

学
研
究
科
十
周
年
記
念
講
演
会

「
病
跡
学
を
め
ぐ
っ
て―

フ
ロ

イ
ト
と
良
寛―

」
が
本
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
床

心
理
学
研
究
科
院
生
・
臨
床
心

理
学
科
学
生
の
他
に
日
頃
か
ら

院
生
の
指
導
を
お
願
い
し
て
い

る
学
外
関
連
機
関
や
学
外
ス
ー

パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
の
方
、
一
般

市
民
な
ど
百
五
十
名
ほ
ど
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

滝
沢
広
忠
臨
床
心
理
学
研
究

科
長
の
挨
拶
と
講
師
紹
介
に
引

き
続
き
、
安
岡
誉
教
授
の
司
会

で
始
ま
っ
た
講
演
は
、
用
意
さ

れ
た
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
病
跡

学
の
定
義
と
歴
史
か
ら
天
才
的

科
学
者
に
関
す
る
研
究
、
フ
ロ

イ
ト
と
良
寛
の
話
へ
と
続
き
、

盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
臨
床
心
理
学
研

究
科
教
員
と
院
生
と
で
飯
田
氏

ご
夫
妻
を
囲
ん
で
懇
談
会
も
行

わ
れ
多
く
の
刺
激
を
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
一
日
、
経
営
学
部
開

設
記
念　

北
見
市
民
講
座
「
講

演
と
音
楽
の
夕
べ
」
が
、
北
見

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
は
「
究
極
の
癒
し
・

ス
パ
を
楽
し
む
」
と
題
し
、
経

営
学
部
長
の
光
武
幸
教
授
が
講

演
し
ま
し
た
。「
高
齢
化
社
会

に
な
っ
て
医
療
費
に
お
金
を
費

や
す
の
で
は
な
く
、
ス
パ
に
よ

り
体
を
癒
す
効
果
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
ス
パ
の
語
源
や
世

界
各
国
の
ス
パ
事
情
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
「
ス
パ
で
体
が
ほ
ぐ
れ
て
く

る
と
、
力
を
入
れ
た
生
活
を
し

て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く

る
。
力
を
抜
く
こ
と
が
ど
ん
な

に
大
切
か
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
ス
パ
は
究
極
の

癒
し
で
す
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
は
、
土
田
英
順

さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）、
矢
崎
有
佳

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）に
よ
る『
チ
ェ

ロ
名
曲
集
』。
魅
力
的
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
「
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ

の
曲
に
ひ
と
時
の
癒
し
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
一

日
幸
せ
で
し
た
」、「
今
や
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
背
中
を
押

し
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

終
演
後
、布
施
晶
子
学
長
は
、

「
今
日
の
会
場
は
お
客
様
と
演

者
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
と
て

も
す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
会
場

を
後
に
す
る
市
民
の
皆
様
に
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
七
月
、
法
政
大
学
を
幹

事
校
と
し
て
本
学
・
高
知
工
科

大
学
、
沖
縄
大
学
が
連
携
し
て

申
請
し
た
「
全
国
の
地
域
で
活

躍
で
き
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
〈
ま
ち
づ
く
リ
ス
ト
〉
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
文
部
科
学
省

の
「
大
学
教
育
充
実
の
た
め
の

戦
略
的
大
学
連
携
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

今
日
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
域

活
性
化
を
具
現
化
す
る
た
め

に
、
①
地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
域
活
性
化
方
法
論
の
開
発
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
、
②
こ
の
理

論
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
地
域
活
性
化

の
専
門
家
を
育
成
す
る
と
い
う

点
に
あ
り
ま
す
。

　

①
の
地
域
活
性
化
方
法
論
の

開
発
に
お
い
て
は
、
特
に
四
大

学
の
協
働
の
元
に
Ｇ
Ｒ
Ｈ

（Gross Regional Happiness

＝
地
域
幸
福
度
指
数
）
を
開
発

す
る
こ
と
で
、
全
国
ど
こ
で
も

適
応
可
能
な
地
域
発
展
の
プ
ロ

セ
ス
の
提
示
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
②
の
地
域
活
性
化
の

専
門
家
の
育
成
に
お
い
て
は
、

具
体
的
に
は
ま
ち
づ
く
リ
ス
ト

〈
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〉、〈
同
一

級
〉、〈
同
二
級
〉
と
い
っ
た
三

レ
ベ
ル
の
人
材
育
成
を
目
標
像

に
お
い
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

　

更
に
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

第
一
タ
ー
ム
に
お
い
て
国
内
で

最
大
特
性
を
持
つ
四
拠
点
（
北

海
道
・
首
都
圏
・
四
国
・
沖
縄
）の

大
学
が
「
地
域
活
性
化
の
基
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
」と「〈
ま
ち

づ
く
リ
ス
ト
〉の
育
成
・
供
給
モ

デ
ル
の
構
築
」を
試
み
、こ
れ
を

ベ
ー
ス
に
第
二
タ
ー
ム
以
降
、

地
域
活
性
学
会
を
軸
と
し
て
参

画
大
学
・
地
域
の
拡
大
を
漸
次

図
り
、
最
終
的
に
は
全
国
へ
と

展
開
さ
せ
る
事
に
よ
り「
ま
ち
づ

く
リ
ス
ト
制
度
」を
公
的
認
定
資

格
に
ま
で
高
め
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
は
活
性
化
を

担
っ
て
い
く
人
材
の
質
保
障
を

い
か
に
諮
る
か
、
ま
た
地
域
活

性
化
の
専
門
家
に
と
っ
て
は
仕

事
に
就
け
る
か
と
い
う
基
本
的

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
終
年
度
に
は
「
共

同
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」

を
実
施
し
、
ま
ち
づ
く
リ
ス
ト

の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
学
ぶ
側
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

可
能
と
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

太
田　

清
澄

　
（
地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

研
究
科
長
）

　

二
〇
一
〇
年
三
月

で
大
学
院
臨
床
心
理

学
研
究
科
は
開
設
十

周
年
を
迎
え
る
。
当

初
か
ら
か
か
わ
っ
て

き
た
一
人
と
し
て
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
。
情
報
化
社
会
、

少
子
高
齢
化
社
会

で
、
家
庭
・
学
校
・

職
場
・
地
域
社
会
は

著
し
く
変
化
し
て
き

た
。
人
間
関
係
が
希

薄
化
し
、
人
々
は
ま

す
ま
す
孤
立
感
を
深

め
、
心
の
歪
み
は
増

大
し
つ
つ
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
背
景

の
な
か
で
、
心
の
専

門
家
で
あ
る
臨
床
心

理
士
の
存
在
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
本
研
究
科
も
社
会
的
要
請

と
し
て
誕
生
し
た
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
今
や
臨
床

心
理
士
の
仕
事
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。

　

本
研
究
科
は
臨
床
心
理
士
受

験
資
格
取
得
の
た
め
の
北
海
道

で
最
初
の
指
定
大
学
院
で
あ

る
。
資
格
認
定
協
会
の
実
地
視

察
で
も
、
臨
床
心
理
士
養
成
校

い
、
心
理
臨
床
家
と
し
て
の
実

践
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
修

了
生
は
現
在
八
十
名
お
り
、
そ

の
う
ち
六
十
四
名
が
臨
床
心
理

士
の
資
格
を
取
得
し
、
医
療
、

福
祉
、
矯
正
、
教
育
、
産
業
の

分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い

る
。
本
学
教
員
で
有
資
格
者
が

九
名
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道

で
は
臨
床
心
理
士
の
一
大
勢
力

と
し
て
最
高
の
Ａ

評
価
を
得
て
お

り
、
ス
タ
ッ
フ
、

施
設
と
も
充
実
し

て
い
る
と
い
う
お

墨
付
き
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
心
理

臨
床
セ
ン
タ
ー
の

相
談
回
数
は
、
年

間
約
千
件
あ
り
、

地
域
住
民
の
心
の

健
康
に
も
貢
献
し

て
い
る
。

　

院
生
は
こ
の
心

理
臨
床
セ
ン
タ
ー

で
実
践
活
動
を
行

を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
（
二
〇
〇
九
年
四
月
現
在
、

北
海
道
臨
床
心
理
士
会
会
員
は

四
六
九
名
で
あ
る
）。
大
学
入

学
時
か
ら
臨
床
心
理
士
を
目
指

す
学
生
も
多
く
、
特
別
選
抜
入

試
を
実
施
す
る
な
ど
、
学
部
大

学
院
の
一
貫
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
こ
の
十
年
の
間
、

臨
床
心
理
士
を
取
り
巻
く
環
境

は
急
激
に
変
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
、
本
学
の
臨
床
心

理
学
研
究
科
は
着
実
な
歩
み
を

見
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
二
〇
一
〇
年
は
大
学

院
臨
床
心
理
学
研
究
科
十
周

年
、
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
十
五

周
年
を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。

ヨハン・セルス氏

臨床心理学研究科長
滝沢　広忠

2010年度 大学院二期入試
社会人も受け付けています

願 書 受 付：2010年1月25日～2月8日
入学試験日：2010年2月20日・21日　
●法学研究科 ●臨床心理学研究科 ●地域社会マネジメント研究科
＊詳しくは、教務部大学院研究課へお問合せください。

法
学
部
創
設
二
十
五
周
年

―

一
九
八
四
年
、
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年

―法学部特別講義―

ヨハン・セルス氏を
迎えて
（国連難民高等弁務官事務所駐日代表）

経
営
学
部
開
設
記
念

　

北
見
市
民
講
座 ―

講
演
と
音
楽
の
夕
べ―

市
民
・
法
・
裁
判　
　
　
　

 
―

裁
判
員
裁
判
の
時
代
を
迎
え
て

臨
床
心
理
学
研
究
科
十
周
年
記
念
講
演
会

　

病
跡
学
を
め
ぐ
っ
て 

―

フ
ロ
イ
ト
と
良
寛―

心を理解し、心を癒し、心を育てる──

大学院臨床心理学研究科
10周年を迎えて

（1） 第104号 札幌学院大学学園広報 2009年（平成21年）11月20日



保
護
者
懇
談
会
各
地
で
開
催

教
員
免
許
更
新

　

講
習
を
開
催

地
域
金
融
か
ら
学
び

 

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
人
に
な
る

現
代
社
会
が
求
め
る
人
材
育
成

　

二
〇
〇
九
年
四
月
新
設
の
経

営
学
部
の
一
学
科
と
し
て
会
計

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
四
十
年
の
歴
史

を
持
つ
商
学
部
に
お
け
る
会
計

教
育
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
ま

た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
部
門
を
充
実

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
計
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て

経
済
の
金
融
化
、
金
融
の
証
券

化
、
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

ま
す
ま
す
勢
い
を
増
し
て
進
展

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
世
界
経
済
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
我
が
国
に

お
い
て
も
本
格
的
な
国
際
会
計

基
準
の
導
入
が
間
近
に
迫
っ
て

い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
新
し

い
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

金
融
の
知
識
を
持
っ
た
会
計

人
、
会
計
の
知
識
を
持
っ
た
金

融
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
育
成

は
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
学
科
で
は
、
会
計
と
金

融
の
二
つ
の
分
野
を
主
軸
と
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
う

こ
と
に
よ
り
現
代
社
会
が
求
め

る
人
材
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
に
向
け
た
科
目
編
成

　

一
年
次
で
は「
会
計
学
入
門
」

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
入
門
」と
い
っ

た
入
門
科
目
と
な
ら
ん
で
、「
個

人
企
業
会
計
基
礎
」（
日
商
簿

記
三
級
）「
株
式
会
社
会
計
基

礎
」「
製
造
業
会
計
基
礎
」（
日

商
簿
記
二
級
）
を
配
置
し
、
着

実
な
資
格
取
得
に
向
け
た
科
目

編
成
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

簿
記
に
関
す
る
資
格
を
す
で
に

有
す
る
新
入
生
に
は
、
よ
り
高

度
な
資
格
取
得
に
向
け
た
特
別

講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
六

月
の
日
商
簿
記
三
級
の
試
験
で

は
、
初
め
て
簿
記
を
学
ん
だ
学

生
も
含
め
九
名
が
合
格
し
ま
し

た
。
現
在
す
で
に
三
級
を
取
得

し
て
い
る
学
生
と
と
も
に
二
級

の
試
験
に
向
け
た
学
習
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

二
年
次
か
ら
は
「
証
券
市
場

論
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
」
な
ど
金
融
に
関
す
る
専

門
科
目
を
配
置
し
て
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
証

券
外
務
員
と
い
っ
た
金
融
分
野

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
「
地
域
金
融
論
」「
中

小
企
業
金
融
論
」
や
全
国
信
用

協
同
組
合
連
合
会
と
提
携
し
て

行
う
「
地
域
金
融
特
別
講
義
」

で
は
、
北
海
道
経
済
の
新
た
な

発
展
に
向
け
た
金
融
の
役
割
、

地
域
金
融
機
関
の
機
能
な
ど
に

つ
い
て
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
専
門
科
目
の
学

習
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
よ
り
深
く

学
ぶ
た
め
各
学
年
に
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
配
置
し
、
少
人
数
教
育
に

よ
る
個
々
の
学
生
の
能
力
に
合

わ
せ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
北
林　

雅
志（
経
営
学
部
教
授
）

　

経
済
学
部
、
経
営
学
部
に
よ

る
受
験
生
向
け
の
学
外
セ
ミ

ナ
ー
「
な
ぜ
大
学
で
経
済
や
経

営
を
学
ぶ
の
か
？
」
を
九
月

二
十
一
日
に
函
館
で
、
九
月

二
十
六
日
に
帯
広
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
学
志

望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
経

済
、
経
営
学
部
志
望
の
高
校
生

や
ま
だ
進
路
を
迷
っ
て
い
る
高

校
生
を
対
象
に「
経
済
学
」、「
経

営
学
」
を
学
ぶ
意
義
と
楽
し
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

と
、
授
業
を
含
め
た
大
学
生
活

の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　

函
館
会
場
は
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
両
会
場
で
十
名
程
度

の
高
校
生
・
保
護
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
経
済
学
や

経
営
学
っ
て
何
か
が
わ
か
っ
て

楽
し
か
っ
た
」と
い
う
声
や「
大

学
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
ん
と

な
く
湧
い
て
き
た
」
と
い
っ
た

声
な
ど
が
聞
か
れ
、大
学
で「
学

ぶ
」
重
要
性
が
理
解
さ
れ
た
と

と
も
に
大
学
生
活
の
不
安
が
少

し
和
ら
い
だ
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
を
高
校
や
地
方
都
市
で
行

い
、
学
問
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
田　

智
哉

 

（
経
済
学
部
准
教
授
） 　

大
学
生
協
北
海
道
事
業
連
合

に
よ
る「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
．Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
は
今
年

で
五
期
目
を
迎
え
、
本
学
の
学

生
五
名（
松
原
め
ぐ
み
さ
ん﹇
商

学
科
三
年
﹈、
富
田
圭
太
さ
ん

﹇
商
学
科
二
年
﹈、
辰
巳
純
一
さ

ん
﹇
商
学
科
二
年
﹈、
御ご

処し
ょ

野の

貴
大
さ
ん
﹇
社
会
情
報
学
科
三

年
﹈、
浦
谷
和
生
さ
ん
﹇
社
会

情
報
学
科
三
年
﹈）
を
含
む

三
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
新
商
品
開

発
を
テ
ー
マ
に
、
あ
ら
ゆ
る
仕

事
に
共
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ

ス
を
追
い
な
が
ら
企
画
立
案
、

実
践
す
る
こ
と
で
社
会
人
に
求

め
ら
れ
る
能
力
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

半
年
間
の
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果

で
あ
る
「
豚
キ
ム
チ
ー
ズ
（
お

に
ぎ
り
）」、「
10
の
根
菜
ベ
ジ

サ
ン
ド
」
な
ど
の
五
品
を
全
道

の
大
学
生
協
で
十
月
一
日
か
ら

期
間
限
定
で
販
売
。
初
日
と
二

日
目
は
企
画
に
携
わ
っ
た
学
生

た
ち
が
販
売
促
進
の
た
め
の
試

食
会
を
行
い
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
に
売
り
切
れ
る
商
品
が

あ
る
一
方
、
最
後
ま
で
売
れ

残
っ
て
し
ま
う
商
品
も
あ
り
、

学
生
た
ち
は
商
品
を
売
る
こ
と

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
様
子
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
学
生
協

の
職
員
か
ら
商
品
の
宣
伝
や
陳

列
方
法
、
仕
入
れ
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
真
剣
な
横

顔
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
顔
つ

き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

社
会
情
報
学
部
事
業
「
情
報

教
育
に
関
す
る
高
大
連
携
」
の

一
環
と
し
て
、
八
月
三
日
と
四

日
の
二
日
間
、
高
校
生
対
象
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。
内
容
は
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を

用
い
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
成

で
、動
物
の
絵
が
変
化
し
た
り
、

北
海
道
各
支
庁
の
形
を
し
た
パ

ズ
ル
ピ
ー
ス
が
動
き
、
北
海
道

と
し
て
は
、
時
間
と
と
も
に
表

示
画
像
を
単
純
に
切
り
替
え
る

も
の
か
ら
、
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｓ

ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
と
い
う
言
語
を
用

い
て
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
行
う
も
の
ま
で
を
含
ん
で
い

ま
す
。

　

受
講
生
は
慣
れ
な
い
九
十
分

授
業
に
も
集
中
力
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
予
定
し
た
内
容
を

地
図
が
徐
々
に
出

来
上
が
っ
た
り
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル

は
高
校
の
教
科

「
情
報
」
の
授
業

時
間
に
は
、
な
か

な
か
機
会
の
な
い

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

作
成
方
法
の
学
習

を
体
験
し
、
高
校

で
の
学
習
に
役
立

ほ
ぼ
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
教
科「
情
報
」

が
必
修
化
さ
れ
て

か
ら
、
高
校
生
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

活
用
ス
キ
ル
は

年
々
向
上
し
て
き

て
お
り
、今
回
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

で
も
そ
れ
を
再
確

認
で
き
ま
し
た
。

て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
今
回
は
札
幌
拓
北
高

校
の
一
、二
年
生
十
名
が
受
講

し
ま
し
た
。
拓
北
高
校
と
本
学

は
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
情
報
教

育
に
関
す
る
高
大
連
携
を
行
っ

て
お
り
、
昨
年
も
同
校
生
徒
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
学
部
の
講

義
で
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト

の
一
部
を
使
い
、
学
習
レ
ベ
ル

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
」「
Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
Ｓ
ｃ
ｒ
ｉ
ｐ
ｔ
に
興
味

を
持
っ
た
」、「
難
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
興
味
を
持
つ
こ
と
が
出

来
、楽
し
か
っ
た
」、
と
い
っ
た

感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
川　

雅
章

 

（
社
会
情
報
学
部
教
授
）

　

本
学
の
保
護
者
懇
談
会
は

一
九
七
四
年
の
開
催
か
ら
今
年

で
三
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
保

護
者
懇
談
会
の
開
催
趣
旨
は
学

生
の
学
修
の
様
子
に
つ
い
て
保

護
者
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ

と
の
他
に
、
大
学
の
教
育
活
動

を
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
を

得
て
、
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
七
月
に
青
森
と
仙
台

で
、
九
月
に
は
旭
川
と
北
見
で

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月

十
七
日
の
本
学
で
の
開
催
に
は

紅
葉
が
映
え
る
秋
晴
れ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
、
道
内
外
か
ら

三
三
〇
名
の
保
護
者
の
皆
様
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
学
生
一
人
一

人
の
修
学
に
関
わ
る
個
別
面
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

個
別
面
談
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
担
当
教
員
が
事
前

に
学
生
へ
の
入
念
な
面
談
を
行

い
、
学
生
が
抱
え
る
学
習
の
つ

ま
ず
き
や
問
題
点
、
将
来
の
進

路
等
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
ま

す
。保
護
者
の
皆
様
か
ら
は「
子

ど
も
の
大
学
で
の
様
子
が
理
解

で
き
、
次
に
ど
の
よ
う
に
学
習

を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
理

解
で
き
た
」
な
ど
の
好
意
的
な

感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
大
学
、
学
生
、

保
護
者
の
連
携
と
協
力
に
よ
り

教
育
の
質
向
上
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

教
職
員
人
事

　

二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
か
ら

教
員
免
許
更
新
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
八
月

七
〜
九
日
の
日
程
で
選
択
領
域

（
教
科
指
導
、
生
徒
指
導
そ
の

他
教
育
の
充
実
に
関
す
る
事

項
）
の
免
許
状
更
新
講
習
を
三

講
座
開
設
し
、
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
の
教
諭
、
延
べ

二
十
八
名
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
者
数
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
受
講
者
か
ら

の
評
価
も
好
評
で
、
次
年
度
以

降
の
実
施
に
つ
い
て
も
更
な
る

充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
必
修
領
域
（
教
職
に

つ
い
て
の
省
察
並
び
に
子
ど
も

の
変
化
、
教
育
政
策
の
動
向
お

よ
び
学
校
の
内
外
に
お
け
る
連

携
協
力
に
つ
い
て
の
理
解
に
関

す
る
事
項
）
の
講
習
に
つ
い
て

は
、
札
幌
圏
の
四
大
学
で
構
成

す
る
「
札
幌
圏
教
職
課
程
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
北
星
学
園
大

学
を
会
場
と
し
て
開
講
し
ま
し

た
。
次
年
度
は
本
学
を
会
場
に

開
講
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
政
権
交
代
で
新
政
府

か
ら
は
免
許
更
新
講
習
の
廃
止

が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

推
移
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
教
職
課
程
委
員
会
）

◎
退
職

平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
付

工
藤　

与
志
文（
人
文
学
部
教
授
）

◎
異
動

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
付

▼
総
合
政
策
部
長（
総
務
部
長
）

安
保
洋
一
▼
総
務
部
長
（
総
合

政
策
部
長
）
荒　

憲
一
▼
総
合

政
策
部
政
策
推
進
課
長
（
教
務

部
教
務
課
長
）
近
藤
直
文
▼
総

合
政
策
部
広
報
課
長
（
教
務
部

教
務
課
全
学
共
通
・
庶
務
係
長
）

山
本　

勝
▼
総
務
部
財
務
課
長

（
総
合
政
策
部
広
報
課
長
）
大

川
幾
子
▼
入
試
課
長
（
学
生
課

長
）
山
口　

清
▼
教
務
部
教
務

課
長
（
総
合
政
策
部
政
策
推
進

課
長
）
甲
斐
陽
輔
▼
学
生
課
長

（
入
試
課
長
）
飛
田
哲
也
▼
教

務
部
教
務
課
全
学
共
通
・
庶
務

係
長
（
教
務
部
教
務
課
）
水
上

真
一
▼
教
務
部
大
学
院
・
研
究

課　

大
学
院
・
研
究
係
長
（
総

務
部
総
務
課
人
事
係
長
）
伊
藤

眞
史
▼
学
生
課
学
生
係
長
（
情

報
処
理
課
）
佐
藤
博
昭
▼
図
書

課
運
用
係
長（
教
務
部
大
学
院
・

研
究
課　

大
学
院
・
研
究
係
長
）

岡
田
章
宏
▼
総
務
部
総
務
課

（
図
書
課
）
青
木
美
保
▼
情
報

処
理
課
（
総
務
部
総
務
課
付
）

伊
原
珠
希
▼
教
務
部
教
務
課

（
総
務
部
総
務
課
付
）
齋
藤
恵

子
▼
教
務
部
教
務
課
（
総
務
部

総
務
課
付
）
佐
々
木
瞳
▼
（
教

務
部
大
学
院
・
研
究
課
（
総
務

部
財
務
課
長
）
川
村
正
志
▼
学

生
課
（
総
務
部
総
務
課
）
小
野

寺
順
子
▼
図
書
課
（
学
生
課
学

生
係
長
）
三
浦
仁
史

　

本
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
発

足
十
年
を
記
念
し
、
好
評
だ
っ

た
二
〇
〇
八
年
前
期
の
『
子
育

て
支
援
専
門
講
座
』
を
冊
子
と

し
て
出
版
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
に
加
え
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
先
生
方
か
ら

の
論
文
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
や
子
育
て
の
悩
み
を

　

二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
十
月

に
か
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
開
設
十
周
年
を
記
念

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鮫
島
和
子
名
誉
教
授
に
よ
る

記
念
展
示
「
は
り
絵
で
彩
る
四

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
関
わ
っ

て
き
た
講
師
や
受
講
生
ら
が
集

い
、
和
や
か
な
懇
談
の
一
日
に

な
り
ま
し
た
。
十
月
十
日
の
石

弘
之
東
京
農
業
大
学
教
授
に
よ

る
講
演
「
限
界
に
き
た
地
球―

ど
う
な
る
私
た
ち
の
生
活―

」

季
」（
九
月
九
〜
十

日
）
に
は
色
紙
を
は

さ
み
で
切
り
重
ね
た

素
朴
な
味
わ
い
の
作

品
が
並
び
、
四
季

折
々
の
光
を
繊
細
に

見
つ
め
た
は
り
絵
が

来
場
者
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
十
月
六
日

に
は
藤
田
恒
郎
理
事

長
に
よ
る
「
バ
ブ
ル

の
光
と
影
」
と
題
し

幅
に
超
え
、
抽
選
を
行
う
ほ
ど

人
気
が
集
中
し
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
今

後
も
市
民
の
皆
様
の
熱
心
な
思

い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
多
様
な

講
座
を
開
設
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

も
好
評
を
博
し
、
す

べ
て
の
記
念
事
業
を

無
事
終
了
し
ま
し

た
。

　

十
月
か
ら
始
ま
っ

た
後
期
講
座
に
は
約

九
〇
〇
名
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
な
か
で

も
心
理
学
関
係
の
講

座
と
、
定
番
と
な
っ

た
自
然
観
察
会
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
セ

ミ
ナ
ー
は
定
員
を
大

私
大
助
成
署
名

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

札
幌
学
院
大
学
公
費
助
成
推

進
協
議
会
は
、
全
国
の
私
学
と

共
に
私
学
へ
の
国
庫
助
成
を
拡

大
し
、
私
立
大
学
に
学
ぶ
学
生

と
父
母
の
負
担
増
を
抑
え
、
教

育
研
究
条
件
を
改
善
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
下
旬
に
、
在
学
生
の
保

護
者
の
皆
様
へ
国
会
請
願
署
名

と
募
金
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
八
月
末
現

在
の
集
計
で
、
二
、二
七
八
筆

の
署
名
と
、
三
九
一
、六
〇
〇

円
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
署
名
を
基
に
国

会
請
願
を
行
い
、
全
国
の
私
学

と
力
を
あ
わ
せ
、
公
費
助
成
の

増
額
を
訴
え
て
参
り
ま
す
。
募

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
署
名
依

頼
の
郵
送
料
が
大
部
分
を
占
め

ま
す
が
、
本
会
の
活
動
運
営
費

と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
賛
同
い
た
だ
け
る
声

を
力
に
し
て
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

札
幌
学
院
大
学

公
費
助
成
推
進
協
議
会

 

代
表　

鶴
丸　

俊
明

 

（
人
文
学
部
准
教
授
）

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

（
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
五

日
ま
で
の
中
間
報
告
）

敬
称
略
・
順
不
同

横
山　

末
雄　
　

大
越　

秀
俊

亀
井　

利
雄　
　

小
島　

三
司

長
崎　

圭
作　
　

鈴
木　

邦
夫

渡
辺　
　

博　
　

下
山　

勝
也

長
尾　

典
子　
　

高
橋　

恒
夫

伊
藤　

正
和　
　

水
門　

博
雄

上
村　

英
生　
　

林　
　

史
知

川
村　

精
一　
　

白
戸　
　

勉

中
村　

民
男　
　

齊
藤　

幸
一

山
田　

藤
夫　
　

高
山　

長
樹

舟
根　
　

潔　
　

五
ノ
井　

學

伊
藤　
　

隆　
　

斎
藤　

仁
史

風
越　

裕
司　
　

村
上　

雅
規

櫻
井　
　

正　
　

番
場　

清
彦

中
本　

昌
伸　
　

松
田　

祐
子

武
田　

稔
美　
　

岡
田　
　

武

髙
屋　

真
一　
　

櫻
井　

良
雄

滝
沢　

広
忠　
　

米
内
山
一
義

大
水　

隆
司　
　

梁
田　
　

守

和
田　

忠
敬　
　

金
賀　

明
美

安
彦　
　

浩　
　

大
西　
　

勲

永
倉　

廸
郎　
　

山
形　
　

充

金
澤　

和
生　
　

村
上　
　

実

浜
本　
　

孝　
　

齋
藤
千
代
子

大
前　

春
夫　
　

伊
藤　

泰
弘

今
部　

恵
子　
　

大
原　

睦
生

山
田　

宣
男　
　

西
崎　

円
吉

安
宍　

孝
博　
　

髙
橋　
　

貢

佐
藤　

豊
蔵　
　

久
保　

昭
治

松
下　

公
紀　
　

安
保　

洋
一

川
村　

正
志　
　

村
本　

克
博

朴　
　

正
弘　
　

野
澤　
　

亮

今年で35年

募
金
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

『
子
育
て
支
援
の〝
こ
れ
ま
で
〞と

 

〝
こ
れ
か
ら
〞』
発
刊

FLASH を使って
 アニメーション作成

情報教育に関する高大連携

開
発
し
た
商
品
を
手
に
（
左

か
ら
）
富
田
さ
ん
、
辰
巳

さ
ん
、
松
原
さ
ん

個
別
面
談
の
様
子

た
記
念
講
演
と
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
開
設
十
周
年

を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
祝
う
会
で
は
開
設
以
来
十

年
連
続
で
受
講
さ
れ
た
五
名
の

方
に
対
し
て
特
別
表
彰
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
！

 
―

学
生
の
考
え
を
新
商
品
開
発
に

コミュニティ・カレッジ10周年
2009年後期講座も多彩に展開抱

え
て
い
る
皆
様
に
広
く
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

 

教
務
部
大
学
院
・
研
究
課

な
ぜ
大
学
で
経
済
や
経
営
を
学
ぶ
の
か

 
―

学
外
セ
ミ
ナ
ー　

函
館
・
帯
広
で
開
催

（2）第104号札幌学院大学学園広報2009年（平成21年）11月20日



　今年は間宮林蔵の樺太探査から 200 年の節目の
年であり、それに関連した行事が道内各地で催さ
れている。樺太（現在のサハリン）が大陸と地続
きではなく、島であることを見定めた林蔵の樺太
における最北到達地点はナニヲーというニヴフ人
集落であった。この地名は現在はロシア語名のロ
マノフカで呼ばれることが一般的だが、林蔵が記
録したニヴフ語名はンガニウォとして今も土地の
ニヴフの人々の記憶に残っている。しかし現在は
通年ここに居住する者はなく、漁とベリー採集の
ためわずかな人々が夏の数カ月を過ごすのみであ
る。コンスタンチン・アグニュン氏（1936-）も
その一人である。本書はかつて北サハリン西海岸
に点在したニヴフ人集落での生活についての氏へ
のインタビューを中心に構成されている。その内
容はチョウザメ漁やクマ撃ちなど多岐にわたり、
臨場感あふれる氏の語り口からはかつて林蔵を助
けたニヴフの人々の暮らしぶりが生き生きと伝
わってくる。

チントルゴイ城址の研究Ⅰ
臼杵　勲（人文学部教授）
A.エンフトゥル
（モンゴル科学アカデミー考古学研究所）著

監修：モンゴル科学アカデミー考古学研究所
発行：札幌学院大学総合研究所
2009年3月発行

家
族
に
二
〇
〇
万
は
重
い
」
と

い
う
も
の
ま
で
、
意
見
は
様
々

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、裁
判
傍
聴
に
つ
い
て
、

「
裁
判
は
想
像
し
て
い
た
も
の

と
全
く
違
っ
て
い
た
」、「
最
初

は
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
が
、

ま
た
個
人
的
に
傍
聴
に
行
こ
う

と
思
う
」、「
不
謹
慎
だ
が
、
楽

し
い
時
間
だ
っ
た
」、「
実
際
の

判
決
が
気
に
な
る
」、「
も
っ
と

法
律
の
勉
強
を
し
て
、
ま
た
行

き
た
い
」
な
ど
、
法
律
の
勉
強

を
始
め
た
ば
か
り
の
一
年
生
に

と
っ
て
は
、
結
構
刺
激
的
な
経

験
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
裁
判
所
ま

で
（
大
学
の
）
Ｓ
Ｇ
Ｕ
バ
ス
を

利
用
す
れ
ば
、
時
間
を
無
駄
な

く
使
え
て
交
通
費
も
節
約
で
き

る
と
い
う
こ
と
も
、
今
回
の
大

い
な
る
発
見
で
あ
っ
た
。

 
家
田　

愛
子
（
法
学
部
教
授
）

札幌学院大学には、さまざまな形で異文化に触れ
る機会が用意されています。今回は日本語教育・
文化体験プログラムの様子をご紹介します。

　

二
〇
〇
九
年
度
「
日
本
語
教

育
・
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
、
主
に
韓
国
か
ら
の
留
学
生

を
中
心
に
総
勢
三
十
二
名
を
迎

え
て
七
月
二
日
か
ら
約
一
カ
月

間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
が
初
の
試
み
で
、
心

配
さ
れ
る
こ
と
も
多
数
あ
り
ま

し
た
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
、
成
功
裡

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

日
本
語
教
育
の
授
業
で
は
、

「
日
本
語
能
力
検
定
試
験
」
を

受
験
す
る
ク
ラ
ス
と
受
験
し
な

い
ク
ラ
ス
と
に
分
か
れ
、
三
ク

ラ
ス
体
制
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
初
は
「
自
分
の
実
力
で
大
丈

夫
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
担
当

教
員
の
個
別
指
導
に
近
い
熱
心

な
指
導
に
よ
り
、
授
業
を
重
ね

る
毎
に
不
安
は
解
消
さ
れ
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
授
業
内
容
に
も
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
、
諸
外
国
で
人
気

の
高
い
日
本
ア
ニ
メ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
、
短
歌
や
俳
句
の
創
作
な

ど
は
日
本
文
化
へ
の
興
味
・
関

心
を
深
い
理
解
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。

　

毎
週
末
に
実
施
さ
れ
た

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
」
は

参
加
学
生
の
期
待
が
特
に
高

か
っ
た
も
の
で
、
富
良
野
や
洞

爺
湖
、
小
樽
な
ど
道
内
の
観
光

地
を
周
り
、
思
い
思
い
の
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
本
学
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
大
学
近
辺
の

ア
パ
ー
ト
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を

体
験
。
日
本
の
生
活
を
肌
で
感

じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　

帰
国
し
た
学
生
の
大
学
か
ら

届
い
た
評
価
は
全
体
を
通
し
て

高
い
も
の
で
し
た
。
双
方
向
型

の
活
発
な
国
際
交
流
を
目
指

し
、
来
年
度
以
降
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
学
術
交
流
協
定
校
で

あ
る
韓
国
の
東
亞
大
學
校
と
東

國
大
學
校
と
は
相
互
に
教
員
を

派
遣
し
、
学
生
へ
の
講
演
会
や

教
員
同
士
の
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

七
月
六
日
に
は
東
亞
大
學
校

経
営
学
部
の
鄭ジ

ョ
ン

享ヒ
ョ
ン

一イ
ル

准
教
授

を
招
き
、商
学
部
の「
中
小
企
業

論
Ａ
」
の
時
間
に
特
別
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
韓
国
企
業

と
産
業
に
つ
い
て
の
講
演
で
、

参
加
し
た
学
生
は
興
味
深
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
十
四
日
か
ら

十
八
日
ま
で
東
國
大
學
校
文
科

大
英
語
英
文
学
科
の
金キ

ム

英ヨ
ン

敏ミ
ン

教

授
を
お
招
き
し
て
、
人
文
学
部

英
語
英
米
文
学
科
秋
期
集
中
講

義
「
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
魅
力
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
正

課
授
業
と
し
て
は
初
め
て
の
海

外
協
定
校
と
の
教
員
交
流
と
な

り
ま
し
た
。
授
業
は
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ

教
室
の
機
器
を
使
用
し
、
先
生

が
作
成
し
た
教
材
を
使
い
な
が

ら
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
少
人

数
の
授
業
で
学
生
も
活
発
に
質

問
等
を
行
い
、
イ
ギ
リ
ス
文
学

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
更
な
る
見
識
を
広
め
る
機
会

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 （敬称略）

第10回
12月3日 労働基本権と非正規雇用問題 笹山　尚人

東京法律事務所（弁護士）

第11回
12月10日

法の下の平等と障がい者
　―本学のバリアフリー
 委員会の取り組みから―

新國　三千代
本学人文学部教授

第12回
12月17日

貧困社会における幸福への権利
―「ホームレス」問題から考える―

笹沼　弘志
静岡大学教育学部教授

第13回
1月7日 裁判を受ける権利と集団訴訟 林　千賀子

さっぽろ法律事務所（弁護士）
第14回
1月14日 人身の自由と治安立法 荻野　富士夫

小樽商科大学教授

第15回
1月21日

おわりに
―あらためて人権・共生・
 人間の尊重を考える―

清水　雅彦
本学法学部教授

・毎週木曜 13:10～14:40 ・D202教室(D館2階)

 （敬称略）

第10回
11月27日

地域文化に果す場（ドラマシアター
ども）の役割と地域劇団の経済状況

安念　智康
ドラマシアターども代表

第11回
12月4日

これからのスポーツと地域づく
りを考える

見野　　全
北海道監査委員

第12回
12月11日 都市の再生と文化・スポーツ 平澤　亨輔

本学経済学部教授
第13回
12月18日

人間社会におけるアートの役割と
可能性

飯塚　優子
赤い実企画代表

第14回
1月15日 北海道のスキー場の現状と未来 河西　邦人

本学経営学部教授
第15回
1月22日 おわりに 浅川　雅己

本学経済学部准教授
・毎週金曜 13:10～14:40 ・B201教室(B館2階)

　

加
藤
ゼ
ミ
で
は
、
政
府
の
財

政
活
動
を
中
心
に
日
本
社
会
が

抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
基
礎

的
な
知
識
、
論
理
、
統
計
資
料

の
分
析
方
法
な
ど
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
度
は
、「
政
府

の
景
気
対
策
の
効
果
と
課
題
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ゼ
ミ
論
文

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
ず
、
政
府
の
経
済
安
定

化
政
策
に
関
す
る
基
本
的
な
概

念
や
理
論
を
知
る
た
め
に
、
ゼ

ミ
生
全
員
で
、
財
政
学
の
テ
キ

ス
ト
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
現
在
の
日
本
の
景
気
対
策

の
課
題
を
よ
り
深
く
検
討
す
る

た
め
に
、
い
く
つ
か
の
サ
ブ

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
勉
強
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
日
本
の

財
政
や
景
気
対
策
の
変
遷
、
財

政
支
出
や
減
税
が
景
気
を
回
復

さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
の
効

果
が
近
年
低
下
し
て
い
る
背

景
、
景
気
対
策
の
結
果
と
し
て

生
じ
て
き
た
財
政
赤
字
の
問
題

な
ど
で
す
。

　

各
人
が
勉
強
し
た
内
容
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
報
告
し
あ
う
こ

と
で
、
お
互
い
に
効
率
よ
く
知

識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
疑
問
点
も
そ
の
場
で
質
問

し
、
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、

理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

様
々
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と

で
、
自
分
の
視
野
も
広
が
り
ま

す
。

　

ゼ
ミ
活
動
の
基
本
的
な
方
向

性
と
勉
強
に
関
す
る
指
導
は
、

当
然
、
教
員
が
行
い
ま
す
。
し

か
し
、ゼ
ミ
の
雰
囲
気
作
り
は
、

ゼ
ミ
生
み
ん
な
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
お
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー

し
あ
う
こ
と
で
、
勉
強
だ
け
で

は
な
く
、
人
間
関
係
に
お
い
て

も
絆
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
専

門
ゼ
ミ
で
一
緒
に
努
力
し
た
仲

間
が
、
一
生
の
友
達
と
な
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

皆
さ
ん
も
大
学
生
活
を
充
実

さ
せ
る
重
要
な
基
盤
と
し
て
ぜ

ひ
、
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

加
藤　

美
穂
子

 

（
経
済
学
部
講
師
）

5

経済学部経済学科
加藤美穂子ゼミナール（財政学）

　政府財政の問題を題材に、ゼミ生同士が協力
しながら、報告や議論、統計分析や論文作成を
行う中で、課題を客観的に検討する力と、コミュ
ニケーション能力の向上とを目指しています。

法
学
部
一
年
生
が
ゼ
ミ
で「
裁
判
傍
聴
」

　

裁
判
員
制
度
も
始
ま
る
と
い

う
こ
と
で
、
さ
る
六
月
九
日
、

家
田
ゼ
ミ
は
裁
判
傍
聴
を
行
っ

た
。
札
幌
地
方
裁
判
所
で
は
、

教
育
用
の
傍
聴
に
つ
い
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い
る
よ

う
で
、
事
前
に
電
話
で
傍
聴
の

日
程
や
事
件
に
つ
い
て
打
ち
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
ク

ラ
ス
二
十
名
の
参
加
と
な
る
と

法
廷
に
入
り
き
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
、
公
判
が
一
回
で
済
む
事

件
が
望
ま
し
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
四
月
初
旬
に
裁
判
所
と
傍

聴
の
打
ち
合
わ
せ
を
始
め
た

が
、
実
現
は
二
カ
月
後
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

「
本
物
」
の
雰
囲
気
に
緊
張

　

傍
聴
し
た
の
は
『
覚
せ
い
剤

取
締
法
違
反
事
件
』で
あ
っ
た
。

映
画
や
ド
ラ
マ
で
役
者
が
演
じ

る
犯
人
で
は
な
く
、「
本
物
の
」

暴
力
団
組
員
で
あ
る
刑
事
事
件

の
被
告
を
、
法
廷
の
バ
ー
越
し

と
は
い
え
身
近
に
見
て
、
学
生

は
一
様
に
法
廷
の
雰
囲
気
に
の

ま
れ
「
緊
張
し
た
」
よ
う
だ
っ

た
。
検
察
官
の
冒
頭
陳
述
も
、

「
最
初
は
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
も
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
」
と

い
う
。
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
映

像
の
助
け
を
借
り
ず
に
、
検
察

官
の
す
ら
す
ら
と
読
み
上
げ
る

調
書
の
み
か
ら
自
分
の
頭
の
中

で
絵
に
し
て
い
く
と
い
う
の

は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
に
と
っ

て
初
め
て
の
作
業
に
違
い
な

い
。
し
か
し
、
二
時
間
の
公
判

の
間
、全
員
が
集
中
し
て「
し
っ

か
り
と
考
え
て
聞
い
て
い
た
」。

　

や
が
て
、
被
告
は
五
〇
〇
グ

ラ
ム
・
時
価
一
億
六
千
万
円
も

の
覚
せ
い
剤
を
売
買
し
よ
う
と

し
て
失
敗
、
一
年
間
の
逃
亡
の

末
に
自
首
、
妻
と
幼
い
子
供
が

被
告
の
処
罰
に
つ
い
て
情
状
酌

量
を
願
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
が
検
察
官
と
弁
護
人
の
主
張

を
通
し
て
わ
か
っ
て
き
た
。

裁
判
員
の
気
持
で

　

後
日
の
ゼ
ミ
で
は
、
一
カ
月

後
に
出
る
予
定
の
判
決
に
つ
い

て
「
求
刑
の
懲
役
七
年
と
罰
金

二
〇
〇
万
円
は
当
然
」、「
覚
せ

い
剤
の
売
買
は
使
う
た
め
の
所

持
よ
り
も
重
罪
で
あ
る
の
だ
か

ら
も
っ
と
重
く
て
も
よ
い
」、

「
裁
判
に
同
情
は
必
要
な
い
、

求
刑
は
妥
当
」
と
い
う
も
の
か

ら
「
本
人
は
覚
せ
い
剤
を
使
用

し
て
い
な
い
し
、
支
え
て
く
れ

る
家
族
が
い
る
の
だ
か
ら
五
年

で
よ
い
」、「
金
が
な
い
被
告
と
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　本書は、日本私立学校振興・共済事業団学術研
究振興資金の助成による３年間の日本・モンゴル
共同研究の成果である。11 世紀にモンゴル高原
に建設された契丹国の城郭都市であるチントルゴ
イ城址がその対象である。この遺跡は、その巨大
さと保存の良さから、20 世紀初めにはその存在
が知られ、発掘調査も行われていた。しかし、調
査・保存の基礎となる遺跡の詳細測量図が作成さ
れておらず、系統的な研究の支障となっていた。
そこで、モンゴル科学アカデミー考古学研究所と
共同で、全体の測量調査、周辺の関連遺跡の記録、
遺跡保存対策の検討を行ったのである。本書では
その内、もっとも重要な測量調査の成果について
述べている。この成果により、城址の世界測地系
に基づく正確な位置、規模、設計、地形との関連
が明らかになり、遺跡の破損状況も明らかにした。
この成果を基礎として、今後の発掘調査により、
モンゴルの中世都市の実態解明が進められること
となる。

　ドイツの哲学者ハイデガーを 20 世紀最大の哲学者と
する評価がありますが、その世界的な哲学者の思想がな
ぜ西洋史上最も残忍な政治体制であったナチズムと両立
することができたのか、ナチへの彼の関与はどの程度の
ものであり、それが彼の哲学思想とどのようにかかわり
あっていたのかという問題が今ハイデガー・ナチズム問
題として提起されています。本書はこの問題を正面から
取り上げ、ファリアスとオットの先行研究を踏まえなが
らも、新しい資料をも駆使して、第二次世界大戦におけ
るナチス・ドイツの敗北とその後にいたるまで、ハイデ
ガーがナチに深く関与し、この事実を隠そうと努めたこ
と、そしてこの関与を現在にいたるまで自己批判してい
ないということを詳細に論証しました。本書はこの問題
にかんする我が国初めての本格的な研究書となります。
本書がハイデガー・ナチズム問題の深化とハイデガー再
評価のきっかけとなることを願ってやみません。

2009年度
公開講座のご案内

●入場無料
●事前申込不要

 ニヴフ語音声資料6
―コンスタンチン ヤコヴレヴィッチ・アグニュン

白石　英才（経済学部准教授）
ガリーナ・ローク（サハリン州郷土博物館）著
2009年発行 ハイデガーの弁明

―ハイデガー・ナチズム研究序説

奥谷　浩一（人文学部教授）著
札幌学院大学選書　梓出版社
2009年4月発行　価格：3,675円（税込）

BOOK REVIEW

教員著書紹介

国
籍
を
超
え
た
絆
を
育
ん
で

―

日
本
語
教
育
・
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓
国
の
交
流
協
定
大
学
と
の
教
員
交
流

経済学部 スポーツ・文化イベントと観光の経済学

法 学 部 人権・共生・人間の尊重
あらためてその理念と現実を考える

（3） 第104号 札幌学院大学学園広報 2009年（平成21年）11月20日



　

私
た
ち
文
芸
部
は
現
在
約

三
十
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

文
芸
と
い
う
単
語
を
聞
き
慣
れ

て
い
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
文
芸
と
い
う
の
は
小
説

や
詩
、
短
歌
な
ど
国
語
の
教
科

書
に
出
て
く
る
物
を
想
像
し
て

い
た
だ
く
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
物

を
自
分
の
中
に
在
る
物
と
文
字

で
表
現
し
、
そ
れ
を
冊
子
と
し

て
年
に
五
回
ほ
ど
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

殆
ど
の
部
員
は
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し

―

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
は

ど
の
よ
う
な
お
仕
事
で
す
か
。

　

一
言
で
言
う
と
〝
ご
案
内

係
〞
で
す
。館
内
は
も
ち
ろ
ん
、

館
外
の
案
内
を
専
門
に
行
い
ま

す
。
飲
食
店
や
観
光
の
案
内
、

航
空
券
の
手
配
な
ど
、
お
客
様

か
ら
の
問
合
せ
す
べ
て
に
お
応

え
し
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

く
仕
事
で
す
。
た
と
え
手
元
に

情
報
が
な
く
て
も
お
調
べ
し
て

最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

―

ふ
だ
ん
心
掛
け
て
い
る
こ

と
、
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　

常
に
ど
ん
な
場
面
で
も
お
客

様
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ

と
。
お
客
様
が
言
葉
に
し
な
い

気
持
ち
を
い
か
に
く
み
と
れ
る

か
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
挨
拶
一
つ
で
も
お
客

様
の
心
を
動
か
せ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
こ
の
ホ
テ
ル
に
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
一
人
ひ
と
り
を
お
迎
え
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報

を
提
供
す
る

立
場
と
し
て

常
に
幅
広
い

分
野
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ

て
い
ま
す
。

―

学
生
時
代
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、

何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

英
語
が
不
得
意
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
、
最
初
の
頃
は
大
き
な

壁
に
ぶ
ち
あ
た
り
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
な
る
く
ら
い
、
留
学
自
体

が
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
言

葉
の
壁
を
乗
り
越
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
人
々
と
接
し
て
い
く

う
ち
に
、
自
分
の
意
見
や
思
い

を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
り
、

積
極
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
視
野
が
広
が
っ

て
物
事
を
広
く
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
留
学
経
験
が
現
在

の
仕
事
に
お
い
て
も
、
た
と
え

ば
海
外
の
お
客
様
と
違
和
感
な

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

―

現
在
の
お
仕
事
の
中
で
苦
労

話
や
心
に
残
る
話
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
も
な
お
日
々
勉
強
中
で
、

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
は

心
に
残
っ
て
い
る
事
を
お
話
し

ま
す
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
来
ら
れ

た
お
客
様
（
日
本
人
）
が
数
日

滞
在
さ
れ
た
際
、
私
が
留
学
中

に
ロ
ス
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
親
近

感
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
た
く

さ
ん
お
話
を
す
る
機
会
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
お
客
様
が
帰
国

後
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
贈

り
物
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
当

た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で

し
た
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。（
お
客
様
は
）
も
し
か

し
た
ら
も
う
二
度
と
会
わ
な
い

方
が
大
半
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
期
一
会
で
す
ね
。
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

将
来
は
ど
の
よ
う
な
目
標

（
抱
負
）
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
あ
な
た
が
い
る
か
ら
こ
の

ホ
テ
ル
に
来
る
」
そ
う
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
自
分
の
お
客

様
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。

―

本
学
の
学
生
達
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
学
は
自
分
自
身
を
開
拓
す

る
貴
重
な
時
間
で
す
。
社
会
人

に
な
る
と
時
間
が
限
ら
れ
、
好

き
な
よ
う
に
は
過
ご
せ
ま
せ

ん
。
大
学
生
の
う
ち
に
広
い
視

野
を
持
ち
、
色
ん
な
こ
と
に
目

を
向
け
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う

し
て
い
く
う
ち
に
自
分
自
身
の

進
み
た
い
道
が
開
け
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

齢
層
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
日
の
夜
に
行
わ
れ
た

「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
７
１
８
８
」

の
ラ
イ
ブ
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
前

の
フ
ェ
ン
ス
が
壊
れ
そ
う
に
な

る
く
ら
い
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
会
場
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
二
日
目
は
悪
天
候
に
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
ド

ル
・
ラ
イ
ブ
企
画
で
は
幻
想
的

な
雰
囲
気
の
中
、
す
ば
ら
し
い

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
が

　

十
月
十
日

〜
十
二
日
の

三
日
間
、
第

三
十
九
回
札

幌
学
院
大
学

大
学
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
一
日
目

の
も
ち
ま
き

企
画
で
は
、

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年

行
わ
れ
ま
し

た
。
最
終
日
に

は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ

フ
ォ
ー
ラ
ム
が

行
わ
れ
、
札
幌

交
響
楽
団
メ
ン

バ
ー
の
す
ば
ら

し
い
演
奏
に
会

場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒

SGUのマスコット “ブラウニー ”も
参加して盛り上がった「もちまき」

例
と
な
っ
て
い
る
ビ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
五
〇
〇
人
分
用

意
し
た
ド
リ
ン
ク
を
ほ
ぼ
全
部

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
無
事
、
大
学
祭
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
大

学
関
係
者
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
企
業
各
社
、
そ
し
て
地
域
の

皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
祭
実
行
委
員
長

石
田　

純
也
（
人
文
学
部
臨
床

心
理
学
科
三
年
）

　

今
年
度
は
、
大
学
祭
実
行
委

員
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、

大
学
祭
の
三
日
目
に
Ｓ
Ｇ
Ｕ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
公

演
は
、
札
幌
交
響
楽
団
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
金
管
五
重
奏
で
、

本
学
の
吹
奏
楽
団
か
ら
の
精
鋭

の
四
人
も
共
演
し
、
見
事
な
演

奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
札
響
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
器
や
木
管

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
企
画

し
た
が
、
い
ず
れ
も
団
員
へ
の

個
人
的
な
依
頼
で
実
現
し
て
き

た
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
個
人
的
な
「
つ
て
」
に
頼
ら

ず
、
楽
団
の
事
務
局
へ
の
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
な
依
頼
で
実
現
で

き
た
。
数
年
前
に
は
、
そ
の
よ

う
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
出
前
は

一
般
的
に
は
行
わ
な
い
と
断
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
績
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
と
（
？
）、
多
方
面

か
ら
の
類
似
の
要
請
も
あ
る
と

の
こ
と
で
、
楽
団
も
経
営
方
針

を
変
更
し
た
ら
し
い
。
小
さ
な

規
模
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

で
き
、
一
流
の
演
奏
を
身
近
で

聴
け
る
機
会
が
増
え
て
「
方
針

転
換
大
歓
迎
！
」
だ
が
、
観
客

が
少
な
す
ぎ
る
の
は
演
奏
者
に

申
し
訳
な
い
。
こ
ん
な
素
敵
な

演
奏
、
満
席
の
会
場
で
聞
き
た

い
も
の
だ
。
観
客
の
心
の
響
き

が
共
鳴
し
て
も
っ
と
し
び
れ
る

音
に
な
る
に
違
い
な
い
。

実
行
委
員
長　

 

家
田　

愛
子
（
法
学
部
教
授
）　

六
月
二
十
一
日
（
日
）・
七

月
二
十
六
日
（
日
）・
九
月

二
十
七
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
実
施
し
た
三
回
の
延

べ
参
加
者
数
は
約
一
六
〇
〇
名

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
道
内
地
方
都
市
を
結
ぶ

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
、
今

年
も
道
内
外
か
ら
多
数
の
高
校

生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
道
外

で
は
東
北
、
関
東
、
関
西
な
ど

か
ら
の
参
加
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

例
年
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
入
試

制
度
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
個

別
相
談
会
や
、
学
科
内
容
説
明

会
と
ミ
ニ
講
義
、
保
護
者
向
け

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
伝
わ
り
や
す
い

文
章
の
書
き
方
を
説
明
す
る
基

礎
教
養
特
別
講
義
、
大
学
で
の

実
習
を
体
験
す
る
体
験
学
習
、

面
接
を
受
け
る
心
構
え
や
注
意

点
を
説
明
す
る
推
薦
入
試
面
接

対
策
講
座
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
対

策
講
座
、キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

無
料
学
食
体
験
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
三
回
目
の
九
月
二
十
七
日

は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
発
案
に
よ

る
懇
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
し
ゃ
べ

り
ば
」
で
、
大
学
で
の
学
び
や

日
常
生
活
の
こ
と
な
ど
、
在
学

生
と
楽
し
く
懇
談
を
す
る
高
校

生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
校
一
・
二
年
生
を
対
象
と

し
た
、
次
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
三
月
二
十
一
日
（
日
）。

開
催
時
間
は
十
一
時
〜
十
五
時

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
札
幌
学

院
大
学
の
学
び
と
雰
囲
気
を
知

る
た
め
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

れ
た
ご
要
望
・
ご
意
見
と
そ
れ

に
対
す
る
生
協
の
対
応
を
一
目

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
『
し
ず
く
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
は
「
し
ず
く
一
滴
は
小
さ

な
も
の
だ
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
し
ず
く
（
＝
声
）
が
集
ま
れ

ば
、
大
き
な
力
に
な
る
」「
し

ず
く
の
一
滴
が
波
紋
と
い
う
大

き
な
力
に
な
り
、
周
り
を
動
か

す
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
生

協
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

組
合
員
の
声
は
、
学
生
さ
ん

の
反
応
も
良
く
「
食
堂
の
営
業

時
間
を
長
く
し
て
ほ
し
い
」「
店

員
の
対
応
が
良
く
な
か
っ
た
」

「
〜
と
い
う
雑
誌
を
入
れ
て
ほ

し
い
」「
物
価
高
騰
を
な
ん
と

か
し
て
」
と
い
っ
た
ご
意
見
、

ご
要
望
か
ら
「
ど
う
や
っ
て
痩

せ
た
ら
良
い
で
す
か
？
」「
絵

が
う
ま
く
な
り
た
い
」
と
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
な

も
の
ま
で
幅
広
い
声
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
回
答
を

掲
示
す
る
と
多
く
の
方
が
足
を

止
め
て
見
て
行
か
れ
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
も
、
時
に
襟
を
正
し
、

　

大
学
生
協

で
は
、
諸
般

の
事
情
で
し

ば
ら
く
中
断

し
て
い
た

「
組
合
員
の

声
集
」
を
復

活
し
、
発
行

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
見

て
い
た
だ
け

れ
ば
、
一
年

間
に
寄
せ
ら

時
に
和
み
な
が
ら
回

答
し
て
い
ま
す
。

　

生
協
は
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
組
織
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
声
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
生
協
を
よ

り
良
く
変
え
て
い
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
少
林
寺
拳
法

部
は
、
週
に
五
回
活
動

し
て
い
ま
す
。
大
学
が

で
き
た
こ
ろ
か
ら
少
林

簡
単
に
倒
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

相
手
を
突
い
た
り
蹴
っ

た
り
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
相
手
の
力
を
利
用
し

て
投
げ
た
り
固
め
た
り
も

し
ま
す
。
大
会
で
は
、
い

か
に
有
効
な
動
き
で
演
舞

す
る
か
で
競
い
合
い
ま
す
。

　

今
年
度
（
二
〇
〇
九
年
）
は
、

世
界
大
会
が
行
わ
れ
、
私
た
ち

の
部
員
も
参
加
す
る
は
ず
だ
っ

た
の
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に

開
催
予
定
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
テ
ロ
の
問
題
が
起
き
た
た

め
、
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

礼
儀
に
関
し
て
か
な
り
厳
し

い
部
活
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
お
か
げ
で
社
会
に
出
て
も
通

用
す
る
と
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
か
ら

よ
く
聞
き
ま
す
。
し
っ
か
り
し

た
社
会
人
に
な
る
た
め
に
も
、

ま
た
大
会
で
い
い
結
果
を
残
す

た
め
に
も
、
今
日
も
私
た
ち
は

が
ん
ば
り
ま
す
。

ま
す
が
、
冊
子
を
発
行
す
る
た

び
に
批
評
会
を
行
い
、
文
法
や

言
葉
遊
び
を
身
に
付
け
て
い

き
、
卒
業
す
る
頃
に
は
そ
れ
ま

で
に
学
ん
だ
こ
と
を
土
台
と
し

て
、
入
部
し
た
頃
に
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
作
品
を
作
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

我
々
の
部
に
は
指
導
者
は
い

ま
せ
ん
が
、
部
員
同
士
で
互
い

を
指
導
し
て
、
一
般
の
方
々
か

ら
い
た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
の
指

摘
を
糧
に
作
品
の
質
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
息

抜
き
兼
作
品
の
質
を
上
げ
る
た

め
に
夏
と
冬
に
合
宿
を
行
い
、

そ
こ
で
何
の
制
限
も
無
い
冊
子

を
創
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
作
品
の
質
の
向

上
や
部
員
同
士
の
交
流
に
努

め
、
読
ん
で
下
さ
る
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
各
々

目
標
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

寺
拳
法
部
は
あ
り
、
歴
代
の
先

輩
方
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
を

守
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

少
林
寺
拳
法
と
は
、
老
若
男

女
、
す
べ
て
の
人
が
動
き
を
一

つ
変
え
る
だ
け
で
相
手
を
倒
す

こ
と
も
で
き
る
護
身
術
で
す
。

体
が
小
さ
い
人
や
年
を
と
っ
て

い
る
人
で
も
、
動
き
を
工
夫
す

る
だ
け
で
体
の
大
き
い
男
性
を

今年のテーマは瞬夏秋灯

卒業生この人―

一期一会
お客様との出会いを大切に

工藤　知恵さん
（2004年英語英米文学科卒業）

札幌パークホテル　チーフコンシェルジュ

第
十
一
回　

Ｓ
Ｇ
Ｕ
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

「
札
幌
交
響
楽
団
金
管
の
調
べ
」

当生協あてにはお店の品揃え以外に
「彼女が欲しい」というご要望を多
くいただいておりますが、人の心は
扱っておりません。「欲しい」とい
うだけで手に入るのであれば、人生
の辞書に「苦労」の二文字は載って
ないでしょう。人に「欲しい」と言っ
ているうちは女性からは相手にされ
ません。自分を磨いて女性から欲し
がられる人間になってください。生
協には教養を高めるためのいろんな
本がございます。ぜひ、お買い求め
いただき、あなたの心のお役に立て
ば幸いです。
 （回答者　11／19　　　　　　
 書籍マネージャー　宮田）

札幌学院大学生協
 組合員の声集『しずく』発行

二
〇
〇
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年
度
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ン
キ
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新
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
し
ゃ
べ
り
ば
」
が
好
評

少
林
寺
拳
法
部

 

人
文
学
部
人
間
科
学
科
三
年　

徳
丸　
　

潤

22222222222222000000000000001111111111111100000000000000年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度入入入入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学学学学試試試試試試試試試試試試試試試験験験験験験験験験験験験験験験日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程
■一般入学試験A日程
［ 人間科学科・英語英米文学科・臨床心理学科・こど
も発達学科］
出願期間：1月8日㈮～1月28日㈭　必着
試 験 日：2月7日㈰
試 験 場： 本学・旭川・帯広・北見・函館・青森・

仙台・東京
合格発表：2月23日㈫

［ 法律学科・経済学科・会計ファイナンス学科・経営
学科・社会情報学科］
出願期間：1月8日㈮～～1月28日㈭　必着
試 験 日：2月8日㈪
試 験 場： 本学・旭川・帯広・北見・函館・青森・

仙台・東京
合格発表：2月23日㈫

■一般入学試験B日程
［ 人間科学科・英語英米文学科・臨床心理学科・こど
も発達学科・法律学科・経済学科・会計ファイナン
ス学科・経営学科・社会情報学科］
出願期間：2月19日㈮～3月3日㈬　必着
試 験 日：3月8日㈪
試 験 場：本学
合格発表：3月17日㈬

■大学入試センター試験利用入学試験
［ 人間科学科・英語英米文学科・臨床心理学科・こど
も発達学科・法律学科・経済学科・会計ファイナン
ス学科・経営学科・社会情報学科］
出願期間：A日程　1月 8日㈮～2月 1日㈪　必着
　　　　　B日程　2月19日㈮～3月 3日㈬　必着
　　　　　C日程　3月 5日㈮～3月12日㈮　必着
試 験 日：本学独自の試験は課さない
合格発表：A日程　2月23日㈫
　　　　　B日程　3月17日㈬
　　　　　C日程　3月20日㈯

課 活外 動

第39回大学祭

 かわいい彼女が欲しいです。
どうしたらいいですか？？
 （11／19　ひろし）

Ｑ.

函館会場新設！
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部
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